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札幌市 

保健福祉に関する企業意識アンケート調査（案）

日ごろから、札幌市の障がい福祉行政の推進に、ご理解・ご協力をいただき、厚く

お礼を申し上げます。 

このたび、札幌市では、「さっぽろ障がい者プラン2018」の改定や、今後の障がい

福祉施策の推進のための参考資料とするため、企業の皆様の、障がいのある方とのか

かわりや障がい福祉施策に対する考え方などをお聞きする調査を行うことといたしま

した。 

突然のお願いで恐縮ですが、趣旨をご理解いただき、ご回答くださいますようお願

いいたします。 

なお、今回の調査は、札幌市内の企業の中から無作為に抽出して、郵送させていた

だいたものです。 

ご回答にあたって 
① 本アンケートは、令和元年９月１日現在の状況で記入してください。 

② 回答は、あてはまる選択肢の番号に○をおつけください。別に回答欄があるものに

ついては、番号または字句を回答欄にご記入ください。 

③ ご回答いただきましたアンケート票につきましては、統計的に処理し、個票のまま

公表することは一切ございません。また、本調査の用途以外の使用はいたしません 

④ 記入していただいたアンケートは、同封の返信用封筒に入れて、切手を貼らずに無

令和元年●月●日（●）までに、投函してください。 

ご不明な点やお問い合わせは以下までお願いいたします。 

株式会社 北海道二十一世紀総合研究所 

担当：清家、河原 

℡011-231-3053／Fax011-231-3143 

（札幌市委託業務） 

企業の方への意識調査 

資料３－２（Ｃ）資料３－２（Ｇ）
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１ 貴社について 

企業名 

住 所 

アンケート 
ご回答者 

お名前 所属部署 

ご連絡先 電話番号:         ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ: 

業種 

1.農林水産業   2.製造業   3.建設業   4.情報通信業 

5.運輸業   6.卸売・小売業   7.金融・保険業   

8.不動産業   9.飲食店・宿泊業   10.医療・福祉  

11.教育・学習支援業   12.サービス業 13.その他（         ） 

主な 
事業内容 

資本金 

1.1,000 万円未満       2.1,000～3,000 万円未満 

3.3,000～5,000 万円未満    4.5,000～1億円未満     

5.1 億円以上 

従業員数           名（パート除く） 

２ 障がいのある方の雇用について 

問１.貴社では障がいのある方を雇用したことはありますか。あてはまるものを１つ選んで○を

つけてください。 

1. 現在雇用している【→問２へ】 

2. 過去に雇用したことがある【→問２へ】 

3. 雇用したことはない【→問６へ】 

問２.貴社が雇用している（していた）方の障がいの種別について、あてはまるものすべてに

○をつけてください。 

1.身体障がい    2.知的障がい    3.精神障がい    4.その他 

問３.貴社が雇用している（していた）方の障がいのある方のおもな職務内容について、自由

にご記入ください。 

問４.貴社が、障がいのある方を雇用されたきっかけについてあてはまるものすべてに○をつ

けてください。 

 1.学校や施設からの紹介 

 2.ハローワークからの紹介 

 3.知人からの紹介 

 4.一般求人からの雇用 

 5.入社後の従業員が障がいを負ったため 

 6.その他（            ） 
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問５.貴社が、障がいのある方を雇用して良かったこと、困ったことについて自由にご記入く

ださい。 

（良かったこと） （困ったこと） 

問６.貴社では今後、障がいのある方を雇用したいと思いますか。あてはまるものひとつに○を

つけてください。 

1.積極的に雇用したい【→問７へ】      3.雇用は考えていない【→問８へ】 

2.検討していきたい【→問７へ】  

問７.その理由としてもっともあてはまるものひとつに○をつけてください。 

1. 雇用義務があるから 

2. 人手が不足しているから 

3. 雇用による社内への好影響が期待できるから 

4. 地域、社会への貢献のため 

5. その他（            ） 

問８.その理由としてもっともあてはまるものひとつに○をつけてください。 

1. 業種的に難しい 

2. 障がいの有無に関わらず追加雇用が難しい 

3. 適した業務がない 

4. 生産性が低くなるため 

5. 受け入れ体制、設備がないため 

6. 教育・指導が難しいため 

7. その他（             ）

問９.障がいのある方の雇用に関して、各種相談窓口や支援制度が用意されています。あなたが

ご存知のものすべてに○をつけてください。 

1. ハローワークみどりの窓口 

2. 北海道障害者職業センター 

3. 障がい者就業・生活支援センターたすく 

4. 就業・生活応援プラザとねっと 

5. 就業・生活相談室からびな 

6. 就業・生活相談室テラス 

7. 就業・生活相談室しんさっぽろ 

8. 元気スキルアップ事業 

9. トライアル雇用助成金制度 

10.障がい者雇用事業主への助成金制度 

問10.障がいのある方の雇用を促進していくためには、企業に対してどのような働きかけが必要

だと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1. 行政機関からの雇用にかかる各種支援策の情

報発信 

2. 学校や施設、ハローワークからの積極的なア

プローチ 

3. 社内体制構築・教育の仕組みなどのコーディ

ネート 

4. 障がいのある方への教育・訓練制度の充

実 

5. 企業への理解促進・意識啓発を目的とし

た研修事業等 

6. 就業体験（インターンシップ）の促進 

7. その他（             ）

問11.貴社では、在宅就労（テレワーク）を導入していますか。あてはまるものひとつに○をつ

けてください。 

1. 導入している                 3.導入する予定はない 

（在宅就労者  名、うち障がいのある方  名） 

2. 導入について検討している 
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問12.障がい者雇用に関する札幌市の施策について、ご意見、ご要望があればご記入ください。 

３ 障がいのある方と企業の関わりについて 

問13.貴社では、CSR（企業の社会的責任）や CSV（共有価値の創造）の観点から、障がいのある

方、支援団体に対する社会貢献活動、地域活動を実施されたことはありますか。あてはま

るものを１つ選んで○をつけてください。 

1. 現在実施している【→問14へ】 

2. 過去に実施したことがある【→問14へ】 

3. 実施したことはない【→問16へ】 

問14.その活動の内容について具体的にご記入ください。 

問15.その活動のきっかけについてあてはまるものすべてに○をつけてください。 

1. 学校や施設からの依頼 

2. 町内会からの依頼 

3. 経済団体からの依頼 

4. 行政からの依頼 

5. 経済団体からの依頼 

6. 自社による企画 

7. その他（             ） 

問16.貴社では今後、障がいのある方、支援団体に対する社会貢献活動、地域活動に取り組みた

いと思いますか。あてはまるものひとつに○をつけてください。 

1. 積極的に取り組みたい【→問17へ】 

2. 検討していきたい【→問17へ】 

3. 取組は考えていない【→問19へ】 

問17.こうした活動に取り組む場合、どのような形で進めるのが望ましいですか。もっともあ

てはまるものひとつに○をつけてください。 

1. 障がい当事者、関係団体等から企画提案をしてもらい、適切であれば連携して取り組み

を進めたい 

2. 貴社が企画し、必要に応じて障がい当事者、関係団体等に協力してもらいたい 

3. 最初から障がい当事者、関係団体等と協働・連携し、ニーズに対応した取組をともに企

画・実施したい 

4. その他（                          ） 
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問18.障がい当事者、関係団体等にどのような企画提案をして欲しいですか、あるいはどのよ

うなことを協力してもらいたいですか。具体的にご記入ください。 

問19.あなたは障がい者雇用や障がい者と企業との関わりなどについてどのようにお考えですか。 

項目 選択肢 

①企業は法定雇用率を守

ったうえで、事業活動を

行っていくべきだ 

1.とてもそう

思う 

2.そう思う 3.あまりそうは

思わない 

4.全くそう思わ

ない 

②障がい者雇用を促進す

るため、障がい者に合わ

せた業務を企業で切り出

したり、柔軟な勤務形態

にすることが大切だ 

1.とてもそう

思う 

2.そう思う 3.あまりそうは

思わない 

4.全くそう思わ

ない 

③障がい者と一緒に仕事

をすることは従業員にと

ってもよい教育になる 

1.とてもそう

思う 

2.そう思う 3.あまりそうは

思わない 

4.全くそう思わ

ない 

④障がい者のことをそも

そもよくわからないか

ら、雇用に一歩踏み出せ

ないことがある 

1.とてもそう

思う 

2.そう思う 3.あまりそうは

思わない 

4.全くそう思わ

ない 

⑤障がい者を直接雇用し

ない企業でも、障がい者

施設・団体への業務発注

を推進すべきだ 

1.とてもそう

思う 

2.そう思う 3.あまりそうは

思わない 

4.全くそう思わ

ない 

問20.企業による障がいのある方、支援団体に対する社会貢献活動、地域活動の推進について、

札幌市に期待する点があればご記入ください。 

４ 共生社会の在り方について 

問21.札幌市は、障がいのある人もない人も、その命の尊厳が当然に保障され、市民誰もが互い

に人格と個性を尊重し支え合う共生社会の実現を目指しています。あなたが考える「共生

社会」とはどのような社会ですか。共生社会のイメージについて自由にご記入ください。 



- 5 - 

問22.あなたが考える「共生社会」の実現のためには、どのような施策が必要ですか。 

あてはまるものを３つまで選んで○をつけてください。 

1. 障がいのある人が利用する障がい福祉サービスの充実 

2. 障がいのある人の就労機会の充実 

3. 障がいのある人のスポーツ活動の充実 

4. 障がいのある人の文化・芸術活動の充実 

5. その他障がいのある人の社会参加の充実 

6. 建築物・交通機関等のバリアフリー化の推進 

7. 心のバリアフリー化（障がいなどに対する理解の促進）の推進 

8. インクルーシブ教育注の充実 

9. 地域住民同士の助け合いが充実した社会の推進 

10. 障がいのある人とない方が一緒に楽しめるイベント等の充実 

11. 障がい福祉等に関係する情報提供の充実 

12. その他（                         ） 
注…人間の多様性の尊重等の強化、障がい者が精神的及び身体的な能力等を可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的

に参加することを可能とするとの目的の下、障がいのある者と障がいのない者が共に学ぶ仕組み 

協力ありがとうございました。 

記入もれがないかご確認のうえ、同封の返信用封筒に入れて 

令和元年●月●日（●）までに投函してください。 


